
四街道市待機児童解消加速化プラン 

 

１．目的 

国の策定した「待機児童解消加速化プラン」では、子育て家庭における仕事と家庭の両立と、女性

の活躍を推進していく上で、待機児童の解消は取り組むべき最重要課題であり、潜在需要も含めた保

護者の保育ニーズに対応した受け皿の確保を目指しています。 

本市としても待機児童解消のため、近年では毎年保育所の整備を進めており、本年４月には認可保

育所３か所を開所いたしましたが、入所待ち及び待機児童の解消には至りませんでした。 

この状況を受け、更なる保育所の整備等を行い、来年４月の待機児童解消を目指します。 

 

２．待機児童発生の主な理由 

（１）潜在的保育需要の顕在化（入所申込児童数：前年度比９４人増） 

（２）女性の社会進出 

（３）国の待機児童の定義の見直しによる増加 

 

３．計画年度 

  平成２９年度 

 

４．計画内容 

 （１）保育所の整備を行います。 

   ○認可保育所…１か所(定員：６０人) 

    ・整備手法：保育所等改修費等支援事業（賃貸物件による保育所改修費等） 

○小規模保育所…２か所(定員：１９人以下) 

    ・整備手法：保育所等改修費等支援事業（小規模保育改修費等） 

○事業者の選定方法…公募による選定 

    ・募集要項配布       ６月中旬  

    ・応募受付期間       ６月下旬～７月中旬 

    ・事業者選定（ヒアリング） ７月下旬 

 

（２）保育士確保の支援を行います。 

   ○利用調整基準の見直し 

・保育士の子どもの優先的な保育所等の利用ができるよう利用調整基準を見直します。 

   ○保育士の処遇改善 

・給与上乗せ補助については、従前に引き続き実施いたします。 

    ・千葉県単独補助の動向を踏まえ対応いたします。 

   ○保育士宿舎借り上げ支援事業の実施 

    対象：保育所、小規模保育事業、企業主導型保育事業に勤務する常勤の保育士 

    実施主体：市内の保育所等の設置者 

    支援内容：事業者が雇用する保育士を居住させる宿舎の借り上げに必要な費用 

（賃借料、管理費、礼金、更新料等）の補助 

５．予算措置 

  ・保育所整備については、平成２９年度補正予算にて対応いたします。 

・保育士確保支援については、県の動向を踏まえ、平成２９年度補正予算又は平成３０年度 

当初予算で対応いたします。 



 

【参考】                             （各年度４月１日現在） 

区  分 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年 

①就学前児童数 4,728人 4,687人 4,692人 4,734人 4,760人 

②入所申込児童数 949人 998人 1,063人 1,118人 1,212人 

 
前年度比：増減 59人 49人 65人 55人 94人 

前年度比：％ 106.6％ 105.2％ 106.5％ 105.2％ 108.4％ 

③整備定員数 60人 60人 63人 97人 180人 

 総定員数 812人 872人 935人 1,032人 1,192人
※1

 

④入所児童数 877人 907人 975人 1,027人 1,152人 

 
前年度比：増減 60人 30人 68人 52人 125人 

前年度比：％ 107.3％ 103.4％ 107.5％ 105.3％ 112.2％ 

⑤入所待ち児童数 72人 91人 88人 91人 60人 

 
前年度比：増減 ▲1人 19人 ▲3人 3人 ▲31人 

前年度比：％ 98.6％ 126.4％ 96.7％ 103.4％ 65.9％ 

⑥待機児童数 36人 56人 72人 44人 24人 

 ※1：定員変更により 20人減を含む 


